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日本甲虫学会第 14 回大会予告

2024 年の日本甲虫学会大会は東京都立大学で下記の要領で対面での開催を予定しています．また，昨年度
と同様，日本昆虫分類学会との共催の予定です．会員の皆様には，奮ってご参加いただけますよう，よろし
くお願いいたします．

申込方法を含む詳細は，8 月ごろに学会ホームページで公開し，9 月発行予定の本誌でもお知らせする予
定です．

会場：東京都立大学南大沢キャンパス （東京都八王子市南大沢 1–1）
会期：2024 年 11 月 16 日 （土） ～ 17 日 （日）
大会事務局：〒 192–0397 東京都八王子市南大沢 1–1

　　　　　東京都立大学牧野標本館 215 号室：吉田貴大
　　　　　Email：yoshida_takahiro@tmu.ac.jp

2024 年大阪秋季例会開催予定のお知らせ

2024 年度第 2 回，第 3 回の大阪例会は，対面とオンラインのハイブリッドで行う予定です．Zoom の参加
リンク （URL） 及びミーティング ID やパスコードなどは，本会 HP の会員専用ページでお知らせする予定で
す．皆様のご参加をお待ちしております．

感染症対策のため，マスク着用は個人の判断に任せますが，発熱，喉の痛みなど自覚症状がある方は対面
での参加をご遠慮ください．

2024年度第 2回大阪例会 （2024年度秋季例会）
日時：2024 年 9 月 14 日 （土）10 時～ 16 時 30 分
場所：大阪市立自然史博物館 （大阪市東住吉区長居公園 1–23）　Tel. 06–6697–6221

プログラム：10：00 ～ 12：00　自由懇談・同定会
 12：00 ～ 13：00　昼食
 13：00 ～ 13：30　会務報告会・例会事務連絡
 13：30 ～ 14：30　講演

演者：河上　康子氏（大阪府高槻市）
講演：「ダンダラテントウの斑紋型多型―地理的な変異，季節的な変異とその要因をめぐって―」
要旨：ダンダラテントウはごく普通種のテントウムシで，古くは関西地方以北には分布していなかった．また，
沖縄以南では地色の赤いタイプが生息し，九州以北では地色の黒いタイプが分布している．この 20 年余の
演者らによる標本調査と野外調査，遺伝子解析の結果からわかった，このテントウムシが分布を北上した経
緯と斑紋型多型との関係について紹介したい．

 15：20 ～ 16：10　希望者による話題提供
 16：30 閉会
 17：00 ～ 懇親会 （場所：大阪メトロ天王寺駅周辺を予定）
  ※対面のみとさせていただきます

お知らせ・会務報告
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また今後の予定として，2024 年度第 3 回大阪例会（2024 年度年末例会）を以下のように予定しております．

2024年度第 3回大阪例会（2024年度年末例会）
日時：2024 年 12 月 14 日 （土）10 時～ 16 時 30 分
場所：大阪市立自然史博物館（大阪市東住吉区長居公園 1–23）Tel. 06–6697–6221

プログラム：10：00 ～ 12：00　自由懇談・同定会
 12：00 ～ 13：00　昼食
 13：00 ～ 13：30　会務報告会・例会事務連絡
 13：30 ～ 14：30　講演

演者：久松　定智氏 （人間環境大学環境科学部）
講演：未定

 15：20 ～ 16：10　希望者による話題提供
 16：30　 閉会
 17：00 ～ 懇親会 （場所：大阪メトロ天王寺駅周辺を予定）
  ※対面のみとさせていただきます

また各例会の当日，例会参加者はお茶代・資料代として 200 円の徴収をいたします．

（大阪例会運営幹事　澤田義弘　E-mail: sawada-f@gol.com）

2024 年名古屋例会秋季例会開催のお知らせ

2024 年第 2 回名古屋例会を，下記のとおり開催しますので，
ぜひご参加ください． 

なお，マスクの着用は個人の判断とさせていただきますが，
体調不良の方，発熱，咳などの症状のある方は，参加を控えて
ください．
日時：2024 年 9 月 29 日 （日）午後１時 30 分～午後 4 時

　　 会場は午後 1 時からの入室となりますので，ご注意ください。
場所： 三重県環境学習情報センター 1 階研修室 （四日市市桜町

3684–11） 東名阪「四日市 IC」から車で約 15 分．駐車場 （無
料） あり．

当日の内容　
1　講　演
（1） 稲垣政志
　　「Jujiroa yorikoae クロテングホラアナヒラタゴミムシの発見から記載まで」

（2） 芦田　久 （近畿大学生物理工学部）
　　「地中性ゴミムシの採集方法と最近の分類学的知見～地中トラップのすゝめ～」

2　一人一話など
3　その他
（1） 車で来られない方は，近鉄湯ノ山線「大羽根園駅」から，車での乗り合わせの手配をしますので，下

記までご連絡ください．




